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要約
　パフォーマンスプロファイリン
グはクライアント主導型の評価
ツールであり、競技パフォーマンス
にかかわる長所と短所をアスリー
トに気づかせることに役立つ。そも
そもパフォーマンスプロファイリ
ングのテクニックは、トレーニング
プログラムの順守促進を目的とし
て設計されている。初回のニーズ分
析の過程において、アスリートが積
極的に関与する機会を与える。本エ
ビデンスベースの評価方法は、クラ
イアントの自覚を高めるとともに、
向上の余地がある領域の特定を助
けるため、目標設定の根拠となる。
また、クライアントと指導者が経時
的に進歩を観察して、追跡すること
も可能にする。これまでは主にア
スリートを精神的にサポートする
人々によって利用されてきたが、ス
トレングス＆コンディショニング

（S&C）コーチにも利益をもたらす
可能性がある。本稿は、パフォーマ
ンスプロファイリングがS&C分野
にもたらしうる利益を指摘し、S&C
専門職がクライアントへの指導に

　ストレングス＆コンディショニング
（S&C）専門職は、クライアントとの初回
のニーズ分析において、アスリートが参
加する競技の生理学的要求、代謝要求、
バイオメカニクス的要求を検証して、直
面する可能性のある傷害リスクを評価
する必要がある（16）。このデータ収集
は、関連する身体能力における構成要
素の決定を助ける。データは、その後の
初回テストやクライアントの評価に影
響を及ぼし、結果的に、至適なピリオダ
イゼーションプログラムのデザインを
左右する。ニーズ分析におけるクライ
アントとS&C専門職の初回面談の構築
は、これらの初期データの抽出にとって
最も重要である。通常、面談調査の形で
行なわれるこの段階の情報収集は、他
にもアスリートの履歴や生活スタイル
をめぐって行なわれることが多い（21）。
しかしニーズ分析は、S&C専門職が個

人データやパフォーマンス関連のデー
タを集めて、報告する機会に留まるべき
ではなく、クライアントとの協働関係を
強化する機会にもなる必要がある。し
たがって、S&C専門職がこの段階で利
用する対人スキルが重要になる（25）。
ニーズ分析においてクライアントの考
えや認識に積極的に耳を傾けることに
よって、コーチとアスリートの関係全体
を向上させて、完成したトレーニングプ
ログラムの順守を高めることができる
であろう（11）。さらに、作成する予定の
プログラムや計画作成の様々な側面の
重要性について啓発するとともに、期待
されるトレーニング目標について話し
合うことによって、この段階においてア
スリートと専門職の関係を強化するこ
とも可能になる（23）。また、ニーズ分析
の初期段階は、パフォーマンスの向上に
とって重要な身体能力の構成要素と関
連づけて、クライアント自身が認識する
長所と短所など、見過ごされがちな因
子について話し合う機会にもなる。
　オリジナルのパフォーマンスプロフ
ァイリングツールはスポーツ心理学者
用であるが、S&C専門職用に調整した
ものが存在する（4）。これは、ニーズ分

組み込むための指針と完成したプ
ログラムの例を提示する。さらに、
このテクニックの裏づけとなる理
論の概略を示す。
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いて話し合い、決定する。その後、アス
リートはそれぞれの特質について自身
の現在の能力と目標とする能力を評価
する。この 2 つを用紙に記入させるが、
視覚的に容易に解釈できるように、レ
ーダーチャートに記入させることが一
般的である。これを利用すると、クラ
イアントの視点からパフォーマンスを
理解することができる（3）。プロファ
イリングのツールはS&C分野でもすで
に利用されている。例えばパワーのプ
ロファイリングについては、McGuigan
ら（17）において概要が述べられてい
る。ただし、視覚的なデータの提示、複
数の機会におけるプロフィールの比
較、結果のプログラム開発への適用な
ど、ツールの一部構成要素のみが利用
されている。加えて、このタイプのプ
ロファイリングは、クライアントがニ
ーズ分析で積極的な役割を果たすこと
に至らず、クライアント自身が認識す
る長所と短所に関する情報も収集され
ない。スポーツ心理学者のようにツー
ルを反復的に利用することによって、
S&C分野の専門職も幅広い利益を得ら
れる可能性がある。

S&Cにおけるパフォーマンス
プロファイリング
　先行研究では、パフォーマンスプロ
ファイリングについて 3 つの形式が報
告されている（1）。しかし、S&C専門
職が利用するには、オリジナルツール
の修正版が最も適していると考えられ
る。オリジナルツールは、チーム環境
と個人環境のどちらにおいても 3 ステ
ップで実施するように設計されていた

（4）。この確立されたプロトコルは、コ
ーチ、スポーツ心理学者およびクライ
アントが、パフォーマンスの多様な側
面（身体的、精神的、技術的、戦術的な
ど）に関連する長所と短所を特定する
ことを助ける。以下の指針は、S&C専
門職が個人のクライアントに利用する
ことを考えて調整されたものである。

析においてクライアントの関連情報を
収集することに役立つだけでなく、この
過程にアスリートを積極的に関与させ
る方法になる。データ収集におけるこ
の協働が、アスリートと専門職の初回面
談の構築となる。このツールは、クライ
アントの各体力要素に対する理解を深
める。また、トレーニングプログラムの
全体的な構造に関する情報を提供し、
経時的に進捗状況を追跡することがで
きる。S&C分野でのプロファイリング
のテクニックは、クライアントの長所と
短所を特定するために利用されており

（17）、ニーズ分析においてクライアント
の視点を組み込むことには、ほとんど目
が向けられてこなかった。オリジナル
のパフォーマンスプロファイリングは、
スポーツ心理学者の利用を想定して設
計されていたが（4）、テクニックを十分
に活用することで、アスリートのS&Cを
サポートする専門職にも大きな利益が
あると考えられる。本稿は、（a）パフォ
ーマンスプロファイリングとS&C分野
におけるその利益を紹介し、（b）このツ
ールを個々のアスリートに適用するた
めの指針と完成したプログラム例を提
示し、（c）このテクニックの裏づけとな
る理論の概略を示す。

スポーツにおけるパフォーマンス
プロファイリング
　アスリートは、初回のニーズ分析で
自身の意見が考慮されなければ不満を
覚え、トレーニングプログラムの順守
度が低下する（4）。パフォーマンスプ
ロファイリングは、この点に配慮して
工夫されている。クライアント主導型
のこの評価方法は、スポーツ科学専門
職とアスリートが協力して、参加競技
で重要なテクニック的、戦術的、精神
的、身体的特質にかかわる長所と短所
の特定に取り組むことを可能にする。
通常、クライアントと専門職はこれら
の分野における具体的な特質（得点力、
試合運び、自信、筋の柔軟性など）につ

特に、パフォーマンスにとって重要な
身体要素を特定することを焦点として
いる。

ステップ 1：ツールの紹介
　パフォーマンスプロファイリングの
第一段階は、クライアントにツールを
紹介して、その完成によって得られる
重要な利点を伝えることである。この
段階で専門職は、このツールがパフォ
ーマンスの身体的側面にかかわる重要
な因子の特定に役立つことを伝えなけ
ればならない。完成したプロフィール
から得られた詳細が、初回の身体テス
トを補完して、至適なピリオダイゼー
ションプログラム作成の参考になるこ
とも伝えるとよい。さらに、完成した
パフォーマンスプロフィールをクライ
アントに提示して、トレーニングの最
終的な成果がどのようになるかを視覚
的に確認させてもよい。各特質にかか
わる現在の能力に対する正直な反省が
最も有益であり、正しい答えも誤った
答えも存在しないことを伝える。また、
未記入のプロファイリング用紙をクラ
イアントに渡す（図 1 ）。

ステップ 2：特質の特定
　第二段階では、競技に関するクライ
アントの知識と経験に基づいて、パフ
ォーマンスにとって重要であると考え
られる身体的特質を特定する。プロト
コル（4）に基づいて、「あなたの考えで
は、参加競技のエリートレベルの選手
が有している身体特性や特質はどれで
すか？」などと問いかけるとよい。こ
の段階で、約 8 ～ 10 の身体特性を見出
すことが望ましい。身体特性の特定は
主にアスリートによって行なわれる。
つまり、専門職が意見を述べる前に、ま
ずアスリートが重要な身体特性を特定
する。次に専門職が、競技特異的な専
門的知識と個々のクライアントに関す
る知識に基づいて、プロフィールの完
成において見落とされている、あるい
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は失念されている、関連のある身体特
性の特定をする。この段階で、特定し
た身体特性のそれぞれが、クライアン
トにとってどのような意味をもつかに
ついて話し合うことが重要である。こ
れは、クライアントと専門職が同一の
定義に基づいて、これらの構成要素を
継続的に評価することを可能にする。
それぞれの特性を特定し、決定し、議論
しながら、パフォーマンスプロフィー
ルのチャートの外枠に記入するように
クライアントに指示する。

ステップ 3：特質の評価
　ステップ 2 で、パフォーマンスにつ
いて最も重要な身体特性であるとク
ライアントが考えるものを特定し、
それぞれについて話し合うが、ステッ
プ 3 では、それらの身体特性をクライ
アントに評価させる。この段階では
様々な表現を利用して問いかけるこ
とができる。ただし、利用する評価の
物差しはアスリートにとって意味あ
るものとし、それぞれのスコアが表す
ものを明確に理解させることが重要
である（27）。各身体的特質の現在の
レベルを 1 ～ 10 の 10 段階で評価させ
る。各特質について 1 は最低水準を示
し、10 は理想の水準を示す。次に、チャ
ートの該当部分まで色を塗らせる。こ
の評価システムでは各構成要素につい
て 10 が理想の水準を示すため、クライ
アントが認識する長所や短所が視覚的
に明らかになる。図 2 に、男子テニス
選手の完成したパフォーマンスプロフ
ィールを示す。この段階で役に立つや
り方として、各特質を 2 回評価させる
方法がある。評価の物差しを、至適特
質の獲得について 1 （全く達していな
い）～ 10（大いに達している）の範囲で
利用して、まず「現在」のスコアを評価
させ、該当部分まで色を塗らせる。次
に、同じ物差しを利用して、過去 12 ヵ
月間の「トップパフォーマンス」につい
て各特質を評価させ、そのスコアを太

図 1　パフォーマンスプロファイリング用の未記入のレーダーチャート

図 2　成人男子テニス選手の完成したパフォーマンスプロフィール
現在の能力を 1（各特質の最低水準）～ 10（理想の水準）の 10 段階で評価させる。
LB＝下半身、UB＝上半身。
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線で示す（図 3 を参照）。特質を評価す
る際は、各特質の上側だけを評価させ
る。例えば、「上半身における至適筋力
の獲得について、あなたは現在の自分
のスコアはどれぐらいであると思いま
すか」などと問えばよい（上半身の至適
筋力に達していない場合はこの特質の
下側に当たると考える）。この方法は、
クライアントについてさらなる知見を
提供する。最高のパフォーマンスを達
成するには向上させる必要があるとク
ライアント自身が考えている領域を示
すだけでなく、理想的なパフォーマン
スの達成に必要なレベルを超えている
と考えている特質、一致していると考
えている特質、および短所ではあるが
トップパフォーマンスを達成したこと
があると考えている領域に関する知見
も提供する（4）。

完成したパフォーマンス
プロフィールの解釈と利用
　以下では、完成したパフォーマンス
プロフィールから集めた情報を、S&C
専門職が解釈して個人のクライアント
に適用する方法の例を示す。例とする
仮想データは成人の男子テニス選手の
ものである。クライアントが行なった
評価から、本人が認識する長所と短所
を知ることができる。図 2 のデータを
見ると、本人が認識する長所は柔軟性、
動的バランス、アジリティ、および下半
身の筋力である。これに対して上半身
と下半身のパワー、上半身の筋力、有酸
素性持久力、筋持久力、スピードは短所
と認識されており、特に上半身のパワ
ーは最も弱い身体特性とみなされてい
る。トップパフォーマンスと現在の能
力の両方を評価させると、有酸素性持
久力、上半身のパワー、筋持久力、スピ
ードの認識には大きな乖離が認められ
る（図 3 ）。パフォーマンスプロフィー
ル作成時には、有酸素性持久力と上半
身のパワーは、現在よりもトップパフ
ォーマンスのほうが高く評価されてい

る。この 2 つの身体特性のスコアがト
ップパフォーマンスにおいて高いと
いうことは、クライアントがこの 2 つ
の身体特性は重要性が高いと考えてい
ることを示唆している。あるいは、こ
の 2 つの身体特性が、過去 12 ヵ月で傷
害やディトレーニングの影響を受けた
ことを示唆している可能性もある。
　ステップ 2 で概説したように、パフ
ォーマンスにとって重要な身体特性を
特定する際、S&C専門職はクライアン
トに各身体特性が何を意味するかを尋
ねて、それぞれの特性に関するクライ
アントの理解が、その身体特性が一般
に意味するものと一致しているかどう
かを確認するべきである。これによっ
て、将来のプロフィールとの一貫性を
もたせて、テスト実施時にそれらの身
体特性を考慮することが可能になる。
例えば、下半身のパワーが意味するも
のをクライアントに尋ねると「方向転
換を爆発的に行ない、素早く動く能力」

という答えが返ってくるかもしれな
い。クライアントのこの説明は 2 つの
異なる身体特性を含んでいる可能性が
あるため、これはコーチとクライアン
トが話し合うきっかけとなるだろう。
S&Cコーチは専門的知識を生かして、
クライアントが理解できる言葉で下
半身のパワーの本当の定義（力と速度
の積であり、短時間で力を産生する下
半身の能力）を説明して教えるとよい

（19）。また、定義や特質を明確にする
エクササイズやテストを例に出しても
よい。「高くジャンプする能力は下半身
のパワーの表れである」「カウンターム
ーブメントジャンプは、下半身のパワ
ーを評価する方法であり、パワーのあ
るアスリートほど高くジャンプするこ
とができる」などと伝えるとよい。し
かし、前述のクライアントによる下半
身のパワーの定義にはアジリティも含
まれている。したがって、クライアン
トが説明した身体特性を得るには、素
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図 3　成人男子のテニス選手の完成したパフォーマンスプロフィール
現在の能力を 1（各特質の最低水準）～ 10（理想の水準）の 10 段階で評価させる。濃色の
部分は現在の位置を示し、太線は、過去 12 ヵ月間のトップパフォーマンスについて、至適
特質の獲得に照らして 1（全く達していない）～ 10（大いに達している）を示す。
LB＝下半身、UB＝上半身。
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早い方向転換を行なう能力も獲得する
必要があることも説明するとよい。話
し合いにおいてクライアントが納得す
れば、クライアントが最初に述べた下
半身のパワーの定義はやや修正され、
独立した身体特性としてアジリティが
追加されるであろう。パフォーマンス
プロフィールに含まれるすべての身体
特性について、このプロセスを繰り返
すとよい。身体能力の各構成要素につ
いてクライアントが考えているものを
誤解しないように、このプロセスは各
特性を評価する前に終えておく必要が
ある。クライアントと話し合わなけれ
ば、各特性のスコアについて不正確な
解釈を生む可能性がある。
　パフォーマンスプロフィールを完成
させたら、クライアントとの協働作業
を介して特定した身体特性のテストを
実施する。パフォーマンスプロファイ
リングの基本原則（ニーズ分析におい
てクライアントを積極的に関与させる
など）から逸脱することなく、特定した
すべての特質をテストするとともに、
特定した特質に合わせてテストを実施
する。次に、テストから得られたデー
タを利用して、クライアント用のピリ
オダイゼーションプログラムをデザイ
ンする。テストデータとともにパフォ
ーマンスプロファイリングから得られ
たデータに基づき、クライアントが認
識する短所の向上を目指して、プログ
ラムがデザインされていることを説明
するとよい。例えば、テストによって
早期の改善が必要であると判明した短
所や領域が、プロファイリングにおい
て見出されたクライアント自身が認識
する短所と一致しないことがある。テ
ニス選手のケースでは、プロファイリ
ングでは上半身のパワーが最大の短所
であると認識されていたが、身体テス
トでは、上半身の筋力が、基準値やクラ
イアントにとっての至適値を下回って
いることが判明するかもしれない。最
大筋力はパワー発揮の基礎であるため

（2,12,18,24）、筋力の大きなアスリート
ほど、短時間で大きな力を発揮するこ
とができる（13）。したがって、上半身
の発揮パワーを最大化するには、年間
のトレーニング計画において、まず、上
半身の最大筋力の向上を目指す必要が
ある。直線的なピリオダイゼーション
プログラムでは、パワーを焦点とする
メゾサイクルよりも、筋肥大と筋力を
焦点とするメゾサイクルを先行させな
ければならない。この点をクライアン
トに伝えて、筋肥大と筋力を焦点とす
るトレーニングが重要である理由と、
それが弱点の克服と総合的な競技パフ
ォーマンスの向上に役立つことを十分
に理解させる必要がある。このような
話し合いのきっかけとなる情報をパフ
ォーマンスプロファイリングから得て
いなければ、専門職が提案する初期プ
ログラムは主な弱点に対処していない
とみなされることもあるだろう。トレ
ーニングに対する意欲や熱意を失わ
せ、コーチとの関係を損なう可能性が
ある。
　パフォーマンスプロファイリング、
身体テスト、それらの結果をめぐる話
し合いから得られたデータと提案され
たトレーニングプログラムを生かし
て、目標設定を行なう（目標設定の詳細
な指針はWeinberg［26］を参照）。パフ
ォーマンスプロファイリングの結果を
利用すれば、クライアントが認識する
ニーズに目標を合致させることが可
能になり、身体テストの結果を利用す
れば、目標をクライアントの身体的ニ
ーズとプログラムの焦点に合わせて、
特異的で測定可能、達成可能なものと
することができる。例において上半
身のパワーは、パフォーマンスプロフ
ァイリングによって特定された、クラ
イアントが認識する主な弱点であり

（図 2 ）、上半身の最大筋力は、身体テス
トの結果から明らかになった主な弱点
とみなすことができる。したがって、
最初のメゾサイクルの短期的目標は

「ベンチプレス 1 RMを 10 kg増やすこ
と」となり、長期的目標は「メディスン
ボールチェストパスの距離を 0.5 m伸
ばすこと」になるだろう。クライアン
トとともにピリオダイゼーションプロ
グラムに取り組む過程で、年に数回、身
体パフォーマンスを評価して、ここで
述べたプロセスを繰り返すとよい。プ
ロファイリングを繰り返すことによっ
て、クライアントが認識する長所と短
所の進歩を目に見える形にするととも
に、トレーニング計画の各段階をクラ
イアントの認識するニーズに合わせ続
けることが可能になる。

パフォーマンスプロファイリング
を裏づける理論
　パフォーマンスプロファイリングは
構造化されたプロトコルをもつだけで
なく、確固とした理論的根拠も有して
いる。このツールはパーソナル・コン
ストラクト理論（PCT）（15）と自己決定
理論（SDT）（22）に起源をもつ。SDTは、
動機付けに関するアプローチである。
内発的動機付けは、人が本質的に有し
ている 3 つの心理学的欲求、すなわち
自律性、有能感、関係性を満たそうとす
る努力に影響される（22）。具体的に述
べると、パフォーマンスプロファイリ
ングは認知的評価理論（CET）（8）を裏
づけとしている。CETはSDTのサブ
理論であり、アスリートが先の心理学
的欲求を満たそうと努力する際、内発
的動機付けが社会的環境（つまりコー
チング行動）に影響される方法を焦点
としている（8）。パフォーマンスプロ
ファイリングでは、競技にとって重要
であるとアスリート自身が考える身体
特性を特定することで選択権が与えら
れ、アスリートの自律性が高まると考
えられる。S&C分野の研究において自
律性は注目されており、自律性を支持
する環境は、トレーニングへの熱意、運
動学習、パフォーマンスを向上させう
ることが示唆されている（14）。さらに、
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S&Cコーチによって支えられる自律性
は、クライアントの自己決定による動
機付けを促進する可能性がある（20）。
有能感はプロファイリングを繰り返し
実施して、自己評価が経時的に高まる
ことによって向上する。関係性は、プ
ロフィール（の作成）をめぐって、テス
トや評価実施者や他のコーチングスタ
ッフとの話し合いによって促進される
可能性がある（25）。したがって、3 つの
欲求が満たされることで、自己決定に
よる高い動機付けが経験される可能性
がある。
　パフォーマンスプロファイリングは
PCTにも基づいている。PCTは、独自
の経験（事象の理解など）に基づく構
成体の持続的発達から、個人が世界を
解釈し、説明し、反応する方法を説明す
る。スポーツを背景として適用される
パフォーマンスプロファイリングは
PCTに準拠する。つまり、アスリート
の観点からデータを取得し、生活の事
象についてアスリートと共有する解
釈を特定し、評価プロセスに関与する
人 （々S&C専門職、スポーツ心理学者、
コーチなど）の間の社会的交流と理解
を促進する。パフォーマンスプロファ
イリングはPCTと一致するため、達成
されるべきパフォーマンスに関するア
スリートの認識（長所と短所の解釈な
ど）を詳細に理解することを可能にす
る。これによって、様々な懸念をめぐ
って効果的な話し合いを行ない、アス
リートが認識するニーズに基づいてそ
れに合わせた特異的なトレーニングプ
ログラムを開発することが可能になる

（25）。

パフォーマンスプロファイリング
の利点と限界
　パフォーマンスプロファイリングに
よる評価を完了したクライアントに
は、多くの利益がある。近年の研究で
は、パフォーマンスプロファイリング
を 1 回実施すると、競技に関連する長

所と短所をめぐってアスリートの自覚
が高まる可能性があることを示してい
る（5）。さらに、このテクニックが、向
上の可能性のある領域の理解を助ける
有用なツールであることや（6）、パフォ
ーマンスのモニタリングに役立つツー
ルであることも示されている（29）。そ
の他の利点として、ポジション要求の
特定を助けること、パフォーマンス評
価を助けること、課題に関連する目標
の総合的な把握を促すこと、トレーニ
ング構造と目標設定の基礎を提供する
ことが挙げられている（28）。また、こ
のテクニックを実際に経験すると、ア
スリートとしてこの評価方法を実施す
ることに対する認識を変化させること
も指摘されつつある。スポーツ心理
学の分野では、パフォーマンスプロフ
ァイリングを実施すると、指導職に対
する信頼が有意に増加することも報告
されている。これはおそらく、このテ
クニックがもつ協働的性質と、向上と
パフォーマンスに焦点を置くことによ
ると考えられる（6）。加えて、パフォー
マンスプロファイリングは、指導の初
期段階においてクライアントとのラポ
ール（相互の信頼関係）を構築する方法
ともみなされている（1）。このテクニ
ックを利用するもうひとつの主な理由
は、競技に対するアスリートの内発的
動機付けを増加させることを示すエビ
デンスの存在である（5,6,28）。また、ツ
ールのプロトコルが示す初回セッショ
ンの指針と構造は、新しいクライアン
トとの初回セッションで新人指導者が
経験する不安を低減させることも示さ
れている（1）。
　パフォーマンスプロファイリングは
クライアントと指導者に多くの利点を
提供するが、限界がないわけではない。
完成したプロフィールの妥当性に対す
る批判があり、協働作業によって特定
された身体的特質が、パフォーマンス
にとって真に重要な指標であるかどう
かが問われている。とはいえ、S&C分

野の研究において、パフォーマンスプ
ロファイリングはある程度支持されて
いる。例えば、アスリートのパフォー
マンスの向上は、重要であると決定さ
れた身体特性の向上と関連しているこ
とが示されている。また、アスリート
が重要であると考える身体特性のほう
が、そうではない特性よりも速く向上
することも示されている（9）。ただし、
正確なプロフィールを作成すること
は、クライアントが若いほど、あるいは
競技経験が浅いほど難しいことが指摘
されている。このようなケースでは、
あるポジションで成功するために必要
な重要な身体特性について、アスリー
トは限られた知識しか有していないこ
とがある（27）。パフォーマンスプロフ
ァイリングの実施には時間もかかる。
人数の多いチームや複数のチームを対
象とする場合は、この点も問題となる
だろう。初回面談でプロフィールを作
成するには、50 ～ 60 分を必要とする

（1）。

最良の実施方法と実施時に
考慮すべき点
　パフォーマンスプロファイリングの
実施に際して、考慮するべき点がいく
つかある。ツールの理論的起源を考え
ると、初回のニーズ分析において、この
テクニックがクライアントに積極的な
役割を果たさせることを明示すること
が重要である。そのためには、クライ
アントに自分が重要であると考えるも
のについて語らせる必要がある（自律
性）。これは初期段階においてはクラ
イアント主導型のテクニックである
が、必要に応じて指導者も協力して、ク
ライアントによるプロフィールの作成
を助けなければならない（関係性）。ま
た、このツールを繰り返し利用するこ
とで、主観的進歩を経時的に追跡でき
ることも説明するとよい（有能感）。こ
のツールはクライアントによる主導を
念頭において設計されているが、競技
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に関する知識の不足などにより、クラ
イアントが自身の競技やポジションに
重要な身体特性を特定できない場合
もあるだろう（15）。そのためステッ
プ 2 では、S&C専門職の専門的な知識
が重要性を増す。S&C専門職は、クラ
イアントの競技やポジションについて
すでに徹底的なニーズ分析を実施して
いることが理想である。そのようにす
ることで、知識や理解に基づいて、アス
リートにとって重要な身体特性を伝え
て助けられるであろう。場合によって
はこの過程を促進するために、コーチ、
S&C専門職、スポーツ科学者によって
予め構築された身体特性を記入した
プロファイリング用紙を、クライアン
トに渡してもよいだろう（7）。ステッ
プ 3 では、完成したプロフィールをめ
ぐって、クライアントと時間をかけて
話し合うべきである。その際、専門職
はこのツールを利用して得られたデー
タの概要を伝えて、その結果に基づい
て身体テストが実施され、トレーニン
グプログラムが作成されることを説明
するとよい。最後に、パフォーマンス
プロファイリングを繰り返し実施する
ことによって、利益が増大すると考え
られる。プロファイリングを 3 回実施
すると、アスリートは身体特性を正確
に評価できるようになることが示され
ている（10）。そのため、クライアント
によって特定された重要な身体特性を
定期的に評価することが必要である。

結論
　パフォーマンスプロファイリングは
クライアント主導型の評価方法であ
り、初回のニーズ分析においてアスリ
ートが積極的な役割を果たすことを可
能にする。このテクニックは、アスリ
ートとS&C専門職が、競技にとって重
要な身体特性と関連する長所と短所を
特定することを助ける。パフォーマン
スプロファイリングにはほかにも利点
がある。ツールを完成させることは、

重要な心理学的構成要素（自覚や、自律
性、有能感、関係性の認識など）に影響
を及ぼし、アスリートと専門職の関係
を総合的に強化することが示されてい
る。SDT、CET、PCTによるこのテク
ニックの理論的裏づけは、S&C専門職
がアスリートの観点からパフォーマン
スを捉えることを助けるだけでなく、
至適なピリオダイゼーションプログラ
ムに取り組むアスリートの意欲を向上
させる。さらに、クライアントとの初
期セッションで専門職が従うべき構造
を提供するとともに、得られたデータ
は至適なトレーニングプログラムのデ
ザインの基礎として役立つ。◆
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